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尾崎　保夫様

緊急要望書

市長におかれましては、日頃より障害福祉の向上にご尽力いただき、ありがとうございます。

さて、この4月28日より、東大和市障害福祉課が庁内2階に移動するという話があります。

これは、常識的に考えて、ありえない事態です。

障害福祉課というのは、障害のある市民が頻繁に利用する場所ですから、本来であれば、市役所の入口から最もアクセスのいい場所にあって当然でしょう。そう考えれば、従来の場所だって、かなり不便な場所でした｡従来までは仕方がなかったにしろ、今後、新たに配置換えをすることで、さらにアクセスが悪く、利用しにくい環境に移すということは、あたかも障害福祉サービスの利用制限を図っていると考えられてもおかしくはありません。
障害福祉課の2階への移転で考えうる問題点は他にも挙げられます。まず、障害福祉課に用事がある場合、毎回階段やエレベーターを使わなければならず、余計な手間をかけることになり、障害福祉サービスの利用制限につながります。また、エレベーターが小さいため、ストレッチャーやシニアカーなどを利用している方は2階には上がれません。その場合には、毎回、総合窓口に声をかけて、職員を1階に呼んでもらってくださいとの事ですが、今まで自分で窓口に行けていたものが、毎度誰かに呼んできてもらわなければならないというのは、その人の自律心を害する改悪に他なりません。さらに、2階に障害のある方々が多く出入りする場合、災害時の避難の確保はどうなるのでしょう。点字ブロックも、窓口まで、新たに設置する必要もあります。日本は、去る1月20日に国連で採択された障害者権利条約を批准し、2月19日からは国内でも発効していますが、障害者が公共施設を使いやすく整えることも盛り込んだこの条約内容に、明らかに逆行していると言えます。
障害福祉課が2階に移転するメリットは、一切考えつきません。障害を持つ高齢者の方について考えれば、障害福祉課と高齢福祉課両方の窓口を頻繁に利用する方もいるので、本来であれば、高齢介護課と障害福祉課は、並んで1階に設置されるべきです。

今回の移転の背景には、生活福祉課と子育て支援課の場所の拡大があるそうですが、それならば、高齢介護課を1階に下ろし、生活福祉課を2階に上げるべきです。
このような事態は、東大和市の障害福祉に対する姿勢を社会にさらけ出すことでもあり、非常に恥ずかしいことです。
私たちは、障害福祉課の移転を撤回し、1階に留めることを強く要望いたします。
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